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研究成果の概要（和文）： 本研究の成果は次の三点である。第一に、研究会や国際シンポジウム開催を通し
て、環太平洋的視点がマイノリティ研究において重要な枠組みとなることを確認した点である。第二に、個別テ
ーマに沿った調査研究を実施し、本研究の議論を実証的研究からも深めた点である。第三に、本研究の成果を個
別報告以外に、シンポジウムも開催し、広く発信しただけでなく、日本語、英語、韓国語で国際的に発信できた
点である。
　以上の点から、本研究が目標とした（１）マイノリティ研究と環太平洋的視点の学問的リンケージ、（２）マ
イノリティ研究のネットワーク構築、（3）研究成果のグローバルな発信について一定の成果を達成することが
できた。

研究成果の概要（英文）：The goal of this research is to (1) introduce transpacific perspective into 
US minority studies, (2) develop dialogues among minority studies in US and Japan, and (3) present 
the papers at the national and international conferences. 

This project was able to achieve this goal from the following aspects.  First, this project hosted 
meetings and international conference, and was able to develop the series of dialogues with the 
scholars of minority studies in Japan and US to discuss about the issues on minority studies and 
transpacific perspective.  Second, the members conducted individual research and was able to provide
 empirical studies for the minority studies from transpacific perspective.  Third, this project held
 a symposium in the final year to address the issue of this research agenda to the wider audience.  
The members also published their papers in Japanese, English and Korean and was able to provide the 
research result in Japan and outside of Japan. 

研究分野： 社会学

キーワード： 環太平洋　トランスパシフィック　マイノリティ　リンケージ　移民難民　ジェンダー　米国のマイノ
リティ問題　日本のマイノリティ問題
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 これまでマイノリティに関する研究は、一
つの国民国家の枠組みの中で行われること
が多かった。それはマイノリティ研究が、社
会の中で周縁化された人々を研究対象とし、
主流社会の権力性や国民性を相対化するた
めに発展した学問分野であるため、必然的な
面もある。アメリカのマイノリティ研究も、
公民権運動とともに発展したという歴史的
背景から、アメリカ研究という一つのナショ
ナルな境界内で記述／分析されることが多
かった。 
 
 さらにマイノリティ研究は、歴史学や人類
学、社会学など多岐の学問分野で行われ、そ
の中で人種、エスニシティ、ジェンダー、移
民、障がいといった複数のテーマにわかれて、
細分化された専門分野となっている。アメリ
カのマイノリティ研究においても、集団ごと
に研究が行われ、研究テーマや研究分野の
「棲み分け」が行われてきた。 
 
 これに対して、近年のグローバリゼーショ
ンやトランスナショナルな研究の分野は、一
国主義的で細分化された状況を超えようと
しているものの、マイノリティを超国家的存
在として描き出す傾向もある。しかしグロー
バルやトランスナショナルな現象―例えば
移民や外国人労働者、社会運動のグローバル
なネットワークなど―は、当該の歴史・社
会・国際的状況に対応する生存戦略として、
多様かつ交錯した形で現れていると考えら
れるべきである。そのため、マイノリティ研
究においては、近代世界の我々／他者、西洋
／東洋、包摂／排除といった二項対立的な思
考枠組みを超越する歴史性を追求しつつ、グ
ローバルな視点からの相互連関的記述／分
析が不可欠である。 
 
 
２．研究の目的 
 よって本研究は、マイノリティの歴史性を
重視しながら、近現代アメリカ社会の諸問題
を考察するが、細分化・専門化され、ナショ
ナルに閉じたマイノリティ研究を超えるこ
とを目指し、マイノリティ研究のリンケージ
を提示することを目指した。その方法として
は、(1)アメリカのマイノリティ問題―人種、
エスニシティ、移民／難民、ジェンダー／セ
クシュアリティを中心に―を取り上げ、その
問題をめぐる、環太平洋の他地域や他分野の
マイノリティ研究との連続／非連続を分析
する。そして(2)これらの研究業績を環太平
洋の他地域や他分野のマイノリティ問題を
扱う研究者と共有し、研究の発展において連
携・連動していくことで、マイノリティ研究
のリンケージとネットワークを構築し、その
研究成果をグローバルに発信していく。これ
により、マイノリティ問題の総合的理解を深
め、「多文化共生」社会の実現に貢献するこ

とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、4つのマイノリティ問題（人種、
エスニシティ、移民／難民、ジェンダー／セ
クシュアリティ）を 4人の主要メンバー（代
表者と分担者）が担当した。各自主要テーマ
を１つ担当し、現地調査を行いつつ、読書会
と勉強会を開催し、国内外のマイノリティ研
究者と対話を重ねた。この作業を通して、マ
イノリティ研究の学問的リンケージを提示
するとともに、日本を拠点とする学際的マイ
ノリティ研究の研究基盤を築くことを目指
した。これらの個別研究と定例研究会の成果
を踏まえ、最終年度にはシンポジウムを開催
することによって、その研究成果を検証と発
信を行った。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、主に次の三点にあげられ
る。 
 第一に、読書会、研究会、国際シンポジウ
ムの開催を通して、マイノリティ研究の課題
とリンケージについて国内外の研究者と対
話を重ね、マイノリティ研究の課題－特にナ
ショナルに閉じ、細分化したマイノリティ研
究の課題―を超えるために、重層的空間とし
ての環太平洋／トランスパシフィックとい
う視点が重要であることを確認した点にあ
る。尚、本研究の研究会および国際シンポジ
ウム開催に招聘・参加した研究者は次の専門
家である。イェン・エスピリッツ（米国カリ
フォルニア州立大学サンディエゴ校）、柏崎
千佳子（慶応大学）、拝野寿美子（神奈川大
学）、久保忠行（大妻女子大学）、徳永悠（京
都大学）、松坂裕之（ミシガン大学）。 
 第二に、代表者と分担者がそれぞれ個別テ
ーマに沿った調査研究を実施したことで、マ
イノリティ研究と環太平洋的視点のリンケ
ージ構築をめぐる議論に対して、実証的研究
を提示しながらその議論を深めることがで
きた点である。個別テーマとその主な成果は、
次の通りである。 
 
李里花（移民）：ハワイのコリア系移民の歴
史を環太平洋的視点から紐解いていくこと
で、移民の伝統と文化の発展が、ホスト社会
と祖国、キリスト教的ネットワーク、ジェン
ダー的ネットワークの中で形成されていく
側面を明らかにした。 
 
兼子歩（セクシュアリティ・ジェンダー）：
1970 年代から 80 年代にかけて活動していた
アジア人およびアジア系アメリカ人の同性
愛者の団体に関する史料から、環太平洋世界
を移動したマイノリティの歴史にジェンダ
ーとセクシュアリティの観点を提供した。 
 
 



佐原彩子（難民）：1950 年代からアメリカ政
府による難民援助が非政府組織の運営を必
要としていたこと、近年の難民政策が反ムス
リム言説を中心としていることを明らかに
した。 
 
菅美弥（人種）：センサス調査票のデータベ
ース化を行ったほか、センサス調査票とその
他史料のリンケージの観点から1860年、1870
年センサスに記載があった、日本から移動、
移住した人々へのセンサス調査と日本人移
住の歴史の接合点を明らかにした。 
 
 第三に、本研究による成果を、個別報告に
よる発表以外に、シンポジウムの開催を通し
て広く発信できた点にある。また研究成果を
日本語、英語、韓国語で国際的に発信するこ
とができた。 
 
 以上の点から、本研究が到達目標とした
（１）マイノリティ研究と環太平洋的視点の
学問的リンケージ、（２）他地域や他分野の
マイノリティ問題を扱う研究者との連携と
ネットワーク構築、（３）研究成果のグロー
バルな発信について、一定の成果を出すこと
ができた。 
 
 尚、実施前に比べて、環太平洋的視点に関
する関心が高まり、現在トランスパシフィッ
ク論やトランスパシフィック研究といった
形で環太平洋をめぐる議論が活発化してい
る。本研究はこのトランスパシフィック論の
台頭に大きく貢献するものとなったが、一方
で現在のトランスパシフィック論は枠組み
についての議論が多いことから、本研究が実
施したような個別的・実証的研究をさらに行
っていくことが求められる。 
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